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関西学院宗教センター�
２００６．１２．４～１２.８　No.２３�

およそ鍛錬というものは、当座は喜ばしいものではなく、
悲しいものと思われるのですが、�
後になるとそれで鍛え上げられた人々に、�
義という平和に満ちた実を結ばせるのです。�
（ヘブライ人への手紙 １２：１１） 



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル�

◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前８：２０～８：4０　於：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原）�
　　１２月８日（金）法学部のために　　　　　　　　　 　　　　望　月　康　恵�
◇総合政策学部早天祈祷会　毎水曜日　午前８：４０～　　　於　Ｉ号館312教室�
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辻　　　　　学 （商学部宗教主事）�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

樋　口　　　進 （宗教センター宗教主事）�

古　澤　百　代 （神戸東部教会牧師）�

田　淵　　　結 （宗教主事）�

希望をもって ①  坂本敦司（神Ｍ2）�

栗　林　輝　夫 （宗教主事）�

音楽チャペル　バロックアンサンブル�

海　道　ノブチカ（商学部教授）�

Mark  Olmos（神戸ユニオン教会牧師）�

David  Wider（神学部助教授）�

希望をもって ②  岡田弥生（社会学部教授）�

栗　林　輝　夫 （宗教主事）�

献血へのすすめ　宗教総部献血実行委員会�

石　淵　順　也 （商学部助教授）�

「受胎告知」独唱・神戸女学院大学卒業生（二期会研究員）�

今　泉　信　宏 （宗教主事）�

『詩編』シリーズ ⑩  向井考史（神学部教授）�

English Chapel  Alan  Brady（社会学部教授）�

Christian M. Hermansen（宣教師）�

舟　木　　　讓 （宗教主事）�

山　口　隆　之 （商学部助教授）�

Joe  DeChicchisと今泉信宏�

共に創る礼拝 ①�

音楽チャペル　Power Of Voice（ゴスペルクワイア）�

希望をもって ③  打樋啓史（宗教主事）�

久保田　哲　夫 （総合政策学部教授）�

クリスマス音楽チャペル　聖歌隊�

「マリアは本当に聖母だったのか？」松木真一（宗教主事）�
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12月８日（金）�



今の私�

　今年の10月からNEWS ZERO（日本テレビ系列）のメーンキャスターを務め

ています。時々刻々世界中からいろいろな事件や事故が飛び込んでくるなか、

私たちはどの出来事をニュースとして報道する価値があるのかを判断し、そし

てこれをどのような視点から分析し、評価していくのか、を常に問われていま

す。�

　ニュースを取り扱うのが生身の人間である以上、こうした作業においてはど

うしてもその人の主観的な判断が入り込んできます。「客観的な報道」とか「中

立的な立場で事実を伝える」ということは実はありえなくて、むしろ私たちは

私たちのよって立つ視点を明らかにしてニュースをつくり、それを視聴者の皆

さんに判断していただくということになるかと思います。�

　ところで、キャスターを務める傍ら、関西学院大学のゼミ講義は続けていま

す。兵庫県西宮市の大学と関西学院東京オフィスとの間を双方向対話可能なテ

レビカメラでつないで遠隔講義を行うほか、学生や大学側と日程を調整して、

休日に大阪梅田キャンパスなどでゼミ学生と議論をしています。�

　今年度のテーマは「残留農薬の規制強化について」。産経新聞（大阪）と村

尾ゼミの合同プロジェクトとして、ゼミ学生が農家、東京霞ヶ関の官庁街、地

方自治体、農薬関係の学会、食品流通業界などを直接取材して、毎月1回その

取材調査の成果を産経新聞に掲載しています。�

　「いまどきの若いものは・・・」とついつい言いたくなる年齢になった私で

すが、熱心に議論する学生たちを見ていると、「なるほど・・」とうなずくこ

とも少なくありません。�

　巨額の財政赤字を抱え、少子高齢化が進むなか、若者たちの未来は必ずしも

バラ色ではありません。若者たちへの負担をできるだけ減らすとともに、私た

ち中高年世代が次世代に何を残せるか、そんなことを考え続けている毎日です。�

�　（学長直属教授、東京オフィス）�

村 尾 伸 尚 �



● 関西学院のクリスマス関連行事�
　　アドベント礼拝　クリスマスツリー点灯�
　　　１２月４日（月） １８：３０�
　　　　西宮上ヶ原キャンパス　中央芝生�
　　　　神戸三田キャンパス　　ＫＳＣランバスチャペル�
　　ランバス演奏会「クリスマスコンサート」平井満美子（うた）＆佐野健二（リュート）�
　　　１２月５日（火）１７：００　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�
　　ＫＳＣクリスマス・オルガンコンサート�
　　　１２月８日（金）１２：４５～１３：２５　ＫＳＣランバスチャペル�
　　大学合同クリスマスチャペル�
　　　１２月１１日（月） １０：２０～１１：２０�
　　　　上ヶ原キャンパス　中央講堂�
　　　　神戸三田キャンパス　理工学部チャペル�
　　関西学院バロックアンサンブル・クリスマスコンサート�
　　　１２月１１日（月）１８：３０　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�
　　オルガンコンサート「サウンド・オブ・クリスマス」�
　　　１２月１２日（火）１６：５０　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�
　　大阪梅田キャンパスクリスマス�
　　　１２月１３日（水）�
　　　　コンサート　　　１７：００　アプローズタワー１Ｆガレリア�
　　　　クリスマス礼拝　１８：００　アプローズタワー14Ｆ�
　　関西学院クリスマス礼拝　音楽で祝う降誕 �
　　　神戸三田キャンパス　　　　１２月　７日（木） １８：３０　�号館２０１�
　　　上ヶ原キャンパス　　　　　１２月１５日（金） １７：００　中央講堂�
　　関西学院聖歌隊キャンドルライトサービス�
　　　１２月１９日（火）　１８：００　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�
��　「メサイア」コンサート　関西学院聖歌隊�
　　　１２月２０日（水）　１８：００　ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）�
�　　関西学院クリスマス at ザ・シンフォニーホール�
　　　１２月２１日（木）　１８：３０�

　　　　　　　　　　　　  聖書の植物（１５）鳩の糞�
　　ユリ科オーニソガラム属の植物。ヘブライ語ではディブヨーニーム（ヒルィヨーニーム）と言い、
　聖書ではただ一箇所出る（王下6：25）。そこでは、アラム軍に包囲されたサマリアが陥った大
　飢饉の時に「ろばの頭1つが銀80シェケル、鳩の糞4分の1カブが5シェケルで売られるようになっ
　た」と記されている。この茎は生で食べると中毒になるが、煮るか焼くかすると食べることがで
　き、貧しい人の食料とされた。ヨセフスは、鳩の糞が塩の代用品であったと記している（『ユダヤ
　戦記』）。学名をOrnithogalumと言い、これは「鳥のミルク」の意である。日本では「オオアマナ」
　と言われている。�
　　パレスチナの丘陵や岩石の間に野生繁殖し、白い6弁の花を咲かせ、このため「ベツレヘム
　の星」と呼ばれている。イスラエル国旗に描かれている「ダビデの星」にも似、国民から愛され
　ている。その花が断崖を真っ白に覆う様はあたかも「鳩の糞」で白くなったように見えるのでこ
　の名がつけられたようである。また、学名「鳥のミルク」は、鳥が糞と一緒に排泄する白い液体�
　から来ているようである。�
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